
 

 

施設聴き取り及び地域移行定着等状況調査報告  

 

【 調 査目 的 】  

 国において は、市 町村において 障害者 の地域移行を 総合的 かつ重

点的に進める ための プランを作成 するこ とを打ち出し ました 。  

大阪市におい て、次 期障害者支援 計画並 びに障害福祉 計画を 策定

するにあたっ て、 地 域移行から地 域生活 （地域定着） に至る までの

課題や問題点 を把握 するため、入 所施設 職員への 聴き 取り調 査及び、

地域移行を実 際にお こなった 事例 の中か ら、地域移行 や地域 移行後

の地域生活に おいて の不安や困難 な状況 について、地 域移行 に関わ

った相談支援 事業 者 を通じて本人 から の 聴き取りや、 グルー プホー

ム 等からの 聴 き取り を行うととも に、相 談支援事業所 からも 取り組

み状況につい て調査 を行 いました 。  

 

●施設聴き取り調査  

【 調 査概 要 】  

・大阪府下 59 施設 （ うち市内 17 施設 ） に対して訪 問調査 依頼  

・ 大阪府下 32 施設 （ うち市内 12 施設 ） から訪問可 能と回 答  

・上記施設 から日程 等調整し、8 施設 を 訪問し調査を 実施【 内訳（新

体系）入所支援 5（ 旧法） 知的入 所更生 2、身障療護 1  】  

・実施方 法【ワ ーキ ング委員 2 名と事務 局で訪問し 、施設 長 若しく

はサービス管 理責任 者等から聴取 】  

【 3 施設で地域移 行 に取り組 んで いる入 所者 4 名から聴取 】  

 

【 施 設職 員 から の聴取 】  

（地域移行の マニュ アル ）  

・ 8 施設ともなし  

（ 研修）  

・施設内の研 修は 行 って いるが、 外部研 修は参加し づ らい。  

・地域移行に 限らず スキルアップ のため に外部研修を 受講さ せて
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い る が 、 ス ー パ ー バ イ ザ ー 的 な 職 員 を 養 成 し た い 。（ Ｏ Ｊ Ｔ の

リーダーがい ない ）  

・自閉症の方 の地域 移行は、ＧＨ の世話 人の専門性強 化が必 要で

あるが、研修や 人員 配置の面で現 状の制 度では法人の 持ち出 し

が 大きい。  

・地域やピア カウン セラー から職 員に対 して社会資源 や制度 等の

情報提供の機 会があ ればありが た い。  

（職員の配置 ）  

・施設職員は 日々の 業務に追われ ており 地域移行まで 取り組 みに

くく、地域移行 担当 のコーディネ ーター が配置できれ ばやり や

す い。  

（地域移行に 関する 取り組み ）  

・一番重要な のは住 宅。バリアフ リーの 住宅が少ない なか、 ケア

ホームも含め て住む ところが無け れば地 域移行ができ ない。  

・法人として 、施設 の受け皿とし てケア ホームを開設 したい が物

件が見つから ない。  

・バリアフリ ーの住 宅が少なく、 物件確 保が困難。  

・消防法がネ ックに なることもあ る。  

・受け皿がな ければ 地域移行はで きない （グループホ ームの 受け

入 れ体制次第 では基 本的に地域移 行は誰 でも可能であ る ）  

・地域移行を 進める には受け皿と コーデ ィネーターや 専門ス タッ

フ が必要。  

・受け皿とし てケア ホームをつく りたい が物件確保が 困難で 今の

制度では対応 できな い。  

・ グ ル ー プ ホ ー ム 等 を 紹 介 し て く れ る よ う な 機 関 が あ れ ば よ い 。 

（移行後の定 着支援 について ）  

・定着支援を 行うに は人的支援が 必要で あるが、処遇 も含め て現

行では困難で ある。  

・特に行って いない 。  
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 （ 入所者の 地域移 行の希望の把 握 ）  

・個別支援計 画に地 域移行を反映 するよ り、目先の無 難な計 画に

なってしまう 。  

・ 働 き か け が な か な か で き な い （ 話 を し て も 、「 施 設 を 出 て 行 け

ということか 」と捉 える人もいる 。  

・個別支援計 画を立 てていても、 今の生 活をどうして いくか に重

点が置かれて おり、 入所者に聞い ても入 所者自身も考 えがブ レ

て しまう。  

（希望する入 所者へ の具体的な取 り組み ）  

・入所者は外 の生活 が分からない のに移 動支援が使え ない。 移動

支援が使えれ ば本人 の生活が変わ る。  

・外出訓練や ケアホ ームの見学  

（希望しない 入所者 へのアプロー チ、動 機づけの取り 組み ）  

・高齢化する 入所者 への対応 （障 害者施 設の特養化 ）  

・介護体制が 限られ た支給量の中 では自 立生活は困難 。  

（家族等への 働きか け等の取り組 み ）  

・家族の高齢 化や、 医療面、費用 面に対 する不安の解 消  

・働きかけを 行って いるが理解が 得られ ない  

（相談支援事 業 者 等 との連携 ）  

・区の自立支 援協議 会がもっと機 能すれ ばよいが、区 の精神 保健

福祉、障害福祉 の担 当と個別に相 談して いるが対応し てくれ な

い 。  

 

【 入 所者 か らの 聴取】  

・ある事業所 の担当 者 （障害当事 者で自 立生活をして いる ） が高

校の後輩であ ること から関わって もらい 、一人暮らしを した い

と思っている 。  

・ヘルパーを 使って 電車やバスを 使って 色々なところ へ出か け て

い る。  

・親の反対があ った が、先日ようや く母 親の了解をと った。（近々
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義理の兄に話 しをす る 予定）  

・不安は特に なく、 将来は結婚し たい。  

・施設の中に いれば 社会のことが 分から なくなる。  

・地域生活を するに は介護が必要 で ヘル パーの人手が 心配。  

・家族の意向 で入所 し、施設を出 たかっ たが母親が反 対して いて

言いだせなか った。  

・母親が認知 症にな ったり死亡し たため 反対する人が いなく なり、

地域移行に取 り組ん でいる。  

・「 普 通 な ら 将 来 に 備 え て 施 設 入 所 を 決 め る 年 齢 な の に 、 年 を と

ってから施設 から地 域へ出て行く のは逆 だ」と自嘲気 味 に話 し

て いた。  

 

【 ま とめ 】  

・入所施設に おいて は、これまで 各施設 （法人）がグ ループ ホー

ム等を設置し て積極 的に地域移行 に取り 組んでいたり、 相談 支

援 事 業 者 と 連 携 し て 地 域 移 行 を 希 望 す る 人 の 地 域 生 活 へ の 移

行に取り組ん できま したが、各施設 とも 地域移行に関 する担 当

者の配置は困 難な状 況であり、ま た、地 域移行に関す るマニ ュ

アルも策定で きてい ない状況が伺 えます 。  

・さらに 、これ まで の取り組みで は本人 が地域移行を 希望し ても、

家 族 等 の 反 対 や 本 人 の 障 害 特 性 等 に よ り 移 行 が 困 難 な 人 も お

られる状況で す。  

・施設職員か らは、 地域移行の推 進にあ たっては、重 要なの は住

宅であり、バ リアフ リーの住宅や グルー プホーム・ケ アホー ム

などの受け皿 が必要 であり、 また 、法人 がグループホ ーム・ ケ

アホームを開 設する 際、物件や世話 人の 確保 が困難で あると の

意 見があると ともに 、高齢化する入 所者 への対応が課 題であ る

との意見があ ります 。  

・地域移行を 予定し ている 入所者 からは 、親が亡くな る等に より

反対する人が いなく なったため、 よ うや く 地域移行に 取り組 ん
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でいるといっ た親等 の反対に関す る意見 や、移行後、介 護が 必

要であるため ヘルパ ーの確保に関 する意 見 がありまし た。  

 

●地域移行定着等状況調査  

【 調 査概 要 】  

・委託相談支 援事業 所 28 か所 に対して アンケートを 実施し 、地域

移行の実績が あり、 地域移行した 本人及 びグループホ ーム等 から

の聴き取り調 査可能 との報告 （本 人調査 ： 9 事業所から 49 人分、 

グループホー ム等か らの聴取 調査 ： 5 事 業所 から 12 件分 ）  

・ 上記のうち 委託相 談支援事業所 を通じ て、本人調査 では地 域移行

に際しての反 対の有 無や不安、地 域移行 までの体験等 につい て 9

事業所から 19 人分 の調査を行い 、グル ープホーム等 からの 調査

では、利用者 が入居 するまでの取 り組み や配慮及 び入 居後の 対応

等について 5 事業所 から 12 件分につい て調査を行 い 、それ ぞれ

について相談 支援事 業所の取り組 みにつ いても報告を 求めた 。  

・地域移行を 行った 本人からの聞 き取り  19 人  

・グループホ ーム等 からの聞き取 り  12 件  

・相談支援事 業 者 の 取り組み状況  19 件（ 9 事業所）  

【 調査 19 人の障害 種別の内訳】  

（身体障 害 6 人）（ 知的障害 4 人）（身 体 障害・知的 障害 8 人）（身

体障害・精神 障害 1 人）  

【 調査 19 人の移行 後の居所の内 訳】  

（一人暮ら し 7 人 ）（ケアホー ム 5 人）（ グループホ ーム 4 人）（福

祉 ホーム 3 人）  

 

【 本 人か ら の聞 き取り ： 19 人】  

（地域移行前 ）  

・グループホ ーム等 の見学や宿泊 に行っ て地域移行を してみ たいと

思った（ 12 人）  

・地域移行に あたっ て 親等、家族 の理解 を求めるのが 困難 （ 9 人）  
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・施設では社 会のこ とが全く分か らなか った （地域で 生活す ること

自体イメージ できな かった ）（ 8 人）  

（地域移行後 ）  

・健康管理 が困難（ 発作があり 、起こっ たときに不安 がある ）（ 9 人） 

・ 金銭管理（ 収入面 ・無駄遣い ） が不安 （ 8 人）  

・ グ ル ー プ ホ ー ム 等 で の 他 の 入 居 者 、 隣 人 と の 人 間 関 係 が 困 難 （ 6

人）  

・ ヘルパー（ 介助者 ）との信頼関 係に不 安を感 じる（ 5 人 ）  

・緊急時に誰に 相談 したらよいか 不安、一人の時の孤 独感（ 寂しい）

（ 4 人）  

・制度の制約 や介護 時間が足りず 、経済 的な負担が大 きい （ 3 人）  

 

【 グ ルー プ ホー ムから の 聞き 取 り ： 12 件 】  

・障 害の特性 によっ ては、今話し たこと もすぐに忘れ てしま うため、

特性に応じた きめ細 かい支援が必 要 （ 本 人のニーズの 把握・ 繰り

返しの説明等 ）（ 9 件 ）  

・施設生活が 長いた め、日常社会 生活の ルール （空調 、服装 、清潔

等）が分から ず、自 己判断、自己 決定が 困難 （ 4 件）  

・自由な食生 活によ る体重のコン トロー ルが困難 （ 3 件）  

・ 衝動買いが 多く、 金銭管理が困 難 （ 2 件）  

 

【 相 談支 援 事業 所の取 り 組み ： 19 件 】  

（地域移行支 援 ）  

・家族の理解 を得る のが困難 （ 6 件）  

・施設からの 情報提 供 （ 本人のこ だわり や支援が困難 な部分 及びそ

の対応策、借 金など 金銭問題 ）が ない、 また は少ない （ 4 件 ）  

・グループホ ーム、 ケアホーム等 社会資 源が少ない （ 受け皿 の確保

が必要）（ 4 件 ）  

（地域定着支 援 ）  

・障害の特性 による きめ細かい配 慮 必要 （ 10 件）  
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・医療機関と の連携 が必要 （ 7 件）  

・ヘルパー不 足によ る介護体制の 確保が 困難 （ 4 件）  

・サービス提 供時間 が足りない （ 訪問介 護、移 動支援 等 ）（ 4 件）  

・移行後の体 調管理 が困難 （ 3 件）  

・移行直後の 手厚い 介護体制 （ 3 件）  

・移行直後や 不安時 に相談に乗る 等、手 厚い支援体制 （常に サポー

トできる体制 ） が必 要 （ 3 件）  

 

【 ま とめ 】  

・施設入所者 は施設 の中での生活 に慣れ てしまってお り、地 域生活

の具体的なイ メージ が湧きにくく 、地域 移行 （地域生 活 ） 自 体が

分からないケ ースが あると考えら れます 。  

・今回の調査 では、 実際に地域移 行を行 った人からの 聞き取 り調査

ですが、当初 は地域 生活のイメー ジが湧 かなかったが 、グル ープ

ホ ー ム 等 の 見 学 や 体 験 に よ り イ メ ー ジ が 湧 い た り 自 信 が つ い て

地域移行をし てみた いと思った 方 が多く おられ ました 。  

・また、家族 の反対 や不安により 理解を 得ることが困 難であ ったと

答えた方 が 9 人であ り、地域移行 を希望 しても家族の 反対等 が多

い状況が伺え ます 。  

・グループホ ームか らは、本人の 障害特 性に応じたき め細か い支援

が必要である との意 見が最も多い 状況で す。  

・相談支援事 業所か らは、本人の 障害特 性に応じたき め細か い配慮

が必要との意 見が最 も多く、次い で医療 機関との連携 が必要 であ

るとの意見が ありま した。ま た、地 域移 行を進めるに あたっ ては、

住まいの場の 確保が 必須であり 、 グルー プホームやケ アホー ムと

いった社会資 源の充 実 を求める意 見があ りました 。  
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障害者数 

 大阪市（障害者手帳交付者数） 

   （平成 23年 3月末現在） 

 

 

【参考】全国（障害者手帳交付者数） 

   （平成 22年 3月末現在） 

 

 

障害福祉サービスの利用状況 

○利用者数の推移             ○障害程度区分認定者数の推移 

（4年間で約 2倍に増加）         （4年間で約 2倍に増加） 

 

 

 

 

 平成 18年 10月    平成 22年 10月   平成 18年 10月    平成 22年 10月 

（※各時点の国保連合会速報値による比較） 

 

8,733人 

 

 

16,756人 

6,617人 

 

13,231人 
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施設入所者の地域別の状況 

（平成 23年 3月時点） 

 

（※平成 23年 3月サービス提供分の国保連合会速報値による） 

精神科在院患者数・病状区分別人数 

精神科在院患者（平成 22年 6月 30日現在） 

 

 1年以上在院している病状区分別人数（平成 22年 6月 30日現在） 
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